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インターバンクの声 （2015年 11月 20 日） 
 

債券市場や株式市場では、相場の先行き判断に対して「ジンクス」や「アノ

マリー」を気にする人も多いようだ。為替市場でも、特定のアナリストやス

トラテジスト、あるいは金融機関が真しやかな予想、相場観、そして推奨な

どを言い出し始めると、仮にわれわれが事前に同じ判断や予想をしていたと

しても、これは「ちょっと気をつけたほうがいいぞ」ということがある。何

もこれは特定の人物や金融機関を好き嫌いで対象にしているわけではなく、

こうした人物や金融機関の過去２，３年間の言動、予想、推奨が余りにも外

れていたり、判断のロジックそのものが的外れであったり、対象の金融機関

の投資行動が推奨とは全く違っていることが聞こえて来るような場合だ。そ

うした評判が積み重なって疑念を持つようになっているところへ、突如、今

までの彼らの予想や相場観を覆してこちらと同じ意見になってしまうと、「ち

ょっと待てよ」と感じて慎重になるのだ。足許の為替相場予想は概ねドル買

い、ユーロ売り、円売りだ。ところが、つい最近まで円買い、ユーロ買いの

はずだと言っていた人もとうとう円売り、ユーロ売り予想に同調して来た。

さすがに今回は宗旨替えをする気はないが、あまり気分はよくない。 
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